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１．令和２年北秋田市議会第３回臨時会について 

 

本日、令和２年北秋田市議会第３回臨時会を７月 10 日に招集することといたしま

した。 

今臨時会には、条例案が３件、補正予算案が１件、単行議案が１件の計５件の提案

を行うこととしております。 

概要につきましては、さきほど行われました議会運営委員会において総務部長から

説明をさせておりますが、一般会計補正予算案につきましては、新型コロナウイルス

感染症に係る緊急経済対策「第３弾」と公民館整備事業が主な内容となっておりまし

て、既定の予算の総額に３億７，３６３万７千円を追加して、予算の総額を２７９億

２，７１８万６千円としたものであります。 

主な歳出といたしましては、 

 

○秋田内陸線総合緊急支援事業費負担金として、 

    ９，４８０千円 

○大館能代空港利用促進事業として、 

    ７，０００千円から２１，０００千円に事業費を拡充 

○木材需要拡大緊急対策事業として、 

   ４６，２００千円 

○ひとり親世帯臨時特別給付金事業として、 

   ２４，３０１千円 

○学校における感染症対策事業として、 

   ２０，４６９千円 

○合川駅前公民館及び合川公民館の解体と 

○合川公民館の新築工事実施設計を行う公民館整備事業として、 

 ２０３，３７７千円 

 

 

 

を計上いたしております。 

 

 

 

 

 



 

 

２．秋田内陸線フリーきっぷプレゼントキャンペーンについて  

  

 ６月 15 日から、北秋田市もしくは仙北市の宿泊施設に宿泊する秋田県民の皆様を

対象に、秋田内陸線が１日乗り放題になるフリーきっぷプレゼントキャンペーンを実

施しておりますのでお知らせいたします。 

このキャンペーンは事前申込みが必要となっておりますので、先ずは宿泊予約を済

まされましたら、引換券申込書に必要事項をご記入の上、郵便・ＦＡＸ・メールのい

ずれかの方法により、秋田内陸地域公共交通連携協議会にお申込みくださるようお願

いいたします。 

受付後、フリーきっぷの引換券を郵送いたしますので、期日の 12 月 31 日までに、

鷹巣駅、阿仁合駅、角館駅の各駅窓口で引換手続きをお願いいたします。 

詳しくは、添付しておりますチラシをご覧いただくか、お気軽に協議会宛お問い合

わせください。 

ぜひ、お得なキャンペーン期間中に沿線の宿にお泊りいただいて、宿をベースとし

た周遊観光などにフリーきっぷをご利用いただき、併せまして、北秋田市の緊急経済

対策「第２弾」にあります「北秋田市宿泊者半額応援事業」「泊まって貰おう！！地

場産品消費応援事業」「北秋田市が誇る観光文化施設無料招待事業」もご利用いただ

きながら、秋田内陸線の旅をお楽しみいただきたいと思っております。 

 

 

＜参考＞ 

・予定枚数 

 ウイークデーフリーきっぷ大人 2,500 円 560 枚分 

 

・申込み先および問合せ先 

 〒018-4613 秋田県北秋田市阿仁銀山字下新町 41-1 

             秋田内陸地域公共交通連携協議会 宛て 

 TEL:0186-82-2114 

 FAX:0186-82-3767 メール:nairiku@city.kitaakita.akita.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３．新型コロナウイルス感染症に係る北秋田市独自支援策の取組状況について 

 

新型コロナウイルス感染拡大により大きく影響を受けている地域経済・地域社会を

支えるため、当市では状況変化を見極めながら、必要とする支援策を速やかに実施し

ております。 

本日は、その取組状況についてお知らせしたいと思っております。 

 緊急経済対策第１弾として実施しております事業継続支援金については、第２弾の

拡充分も含めまして 317 件、学生生活支援臨時給付金については 359 件、緊急子育て

サポート給付金については 1,782 件の申請状況となっております。（7/2 現在） 

 引き続き、支援を必要とする方全てに申請いただけるよう周知に努めてまいります。 

 次に、緊急経済対策第２弾として実施しておりますスーパープレミアム付応援チケ

ットについては、食品等小売業や飲食店はもちろん、塗装業や工務店などの建築関係、

そして医療機関など幅広い業種からご協力いただき、現在、400 店舗においてチケッ

トの取扱いが可能となっております。（7/2 現在） 

７月 11 日のチケット販売開始に向けて、取扱店の拡大に取り組みながら、鋭意、

準備作業を進めているところであります。 

宿泊者半額応援事業については、テレビ CM やポスターの貼り出し、新聞広告での

PR が奏功しまして、県内各方面から宿泊施設への問い合わせが相次いでいる状況との

ことで、上々のスタートを切ることができております。 

地場産品消費応援事業、観光文化施設無料招待事業と併せまして、更なる誘客に期

待を寄せております。 

 

全国都道府県の緊急事態宣言は解除されましたが、未だ都心部の感染者は夜の街を

中心として増加傾向にあり、予断を許さない状況が続いておりますが、当市といたし

ましては、新しい生活様式と共に感染予防に努めながら、経済活動の段階的な再開を

図り、コロナ終息後の北秋田市発展に向けて、取組を進めてまいりたいと考えており

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

令和２年７月 市長記者会見質疑応答 

2020.07.03 11：00～ 本庁舎大会議室 

 

マスコミ各社、広報係 

市長、副市長、総務部長、産業部政策監、総務係長 

総務係 堀内 

 

Ｑ）北鹿）７月補正予算案について経済対策第３弾の予算規模は、１億７千万円か？ 

Ａ）市長及び総務部長）お見込みのとおり。 

 

Ｑ）北鹿）経済対策第３弾は何に重点を置いた？ 

Ａ）市長）第１弾、第２弾は、商業や飲食業を中心に支援を行ってきた。現在、当市

の基幹産業である第１次産業や２次産業にも影響がじわりと及んできているため、木

材需要の拡大や農業への支援を盛り込んだ。 

また、新しい生活様式への対応や、内陸線、大館能代空港の利用促進策にも力を入れ

ている。 

Ａ）政策監）庁内各課から提案された事項を幅広く取り入れている。 

 

Ｑ）秋北）第４弾は検討しているか？ 

Ａ）市長）県境をまたぐ往来も可能となっているが、先ずは地元消費を喚起したい。 

今後、第３弾を検証し、必要とあらば、次の一手を準備していく。 

 

Ｑ）読売）都内の感染者が連日 100 人を超えているが、移動の自粛等市民への呼びか

けを検討しているか？ 

Ａ）市長）先ごろ、全都道府県で緊急事態宣言が解除されたところであり、都会への

往来自粛を呼びかける段階ではないと考えるが、全国の感染者数の推移を注視する。 

 

Ｑ）読売）臨時会を７月に開くことは、あまりないと思うが、目的はコロナ対応？ 

Ａ）市長）はい。今後も必要があれば、迅速かつ柔軟に対応したい。 

 


